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　学生時代を思い出しているところである。

鉄に憧れ、鉄をやろうと思い、冶金学科に進

学した学生が多かった。しかしながら鉄鋼産

業の素晴しい発展と高い研究意欲の煽りで、

大学では鉄鋼材料から遠ざかざるをえない状

況ができてきた。それ故、当時は鉄鋼材料の

基礎研究がほぼ一段落し、応用開発研究の時

代であると認識することにしたこともある。

国立研究所としての金属材料技術研究所も金

属の名称にも拘らず、鉄のアクティビティを

低下させた時代が続いたと言える。

　高コスト社会になり企業だけでは基礎研究

を賄えなくなり、かつまた基礎研究として鉄

鋼の分野にもやるべきことがたくさんあるこ

とが判明してきた。一方戦後、材料研究の中

心となったセラミックス、高分子、半導体材

料もその急速な研究開発により、金属材料と

同じような状況になり、再びあらゆる材料が

その種別を超えて研究を行う時代に来たとも

言える。

　このような時期に金属材料技術研究所にお

ける大きなプロジェク

トが始まったことは、誠

に喜ばしい限りである。

目的を明確に、例えば２

倍の強度、２倍の寿命な

どを掲げながら、それで

いて国立研究所として

重要な基礎研究を軽視することのない研究開

発体制が望まれる。産官学の結集は元より、

諸外国からの頭脳及び若手研究者の大幅な導

入も期待されよう。工業技術(又は産業技術)

は技術の成果そのものが最終評価の対象にな

るが、科学技術庁の研究は将来の幅広い発展

を生み出すシーズに重きが置かれることも重

要と言える。目的の明確な数値と拡大可能な

萌芽研究とは一見相矛盾するが、その中に難

しさとおもしろさが混在していると言えよう。

国策を中枢的に推進する国立研究所のモデル

ケースとしてのプロジェクトの成功を祈りた

い。いや、必ず成功させねばならないし、成

功するものと確信している。
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 2. センターの平成９年度活動報告

　　　　　　　　　　フロンティア構造材料研究センター長　佐藤 彰

1.はじめに

　昨年 4 月に発足し、国立研究所としては様々

な新しい試みに挑戦していますが、初年度とし

ては円滑に推進できたようです。これは、所内

外の関係者の方々のご指導、ご支援、ご協力の

賜であり、感謝に堪えません。

　発足直後、研究課題等の評価を外部委員から

なる事前評価委員会にお願いしました。まず、

「国家的且つ時期的重要性が高く、国立研究所

が取り上げる研究課題として適切である。」と意

義を認めて戴きました。同時に、種々の努力目

標を御指摘して戴き、それらを私達の指針とし

ています。

　材料科学に関する新しい知見を得ることは研

究者の主要な任務です。しかし、ここでは、さ

らに、材料開発も重要な任務です。約 20 年後に

使用して貰うために、総合的基礎研究を遂行し、

次段階の研究へ継続させねばなりません。幸い

研究者の発奮により初年度から、様々な良い芽

が出て来たと思います。これらの芽をさらに育

てていくべく、努力するつもりです。一層のご

指導、ご支援、ご協力をお願い致します。

2.研究者及び研究支援者（合計　約 120 名）と

客員研究官（35 名）

　外部からの受入がほぼ順調にスタートした。

　職員(任期付き職員 3名を含め:80名)､構造材

料特別研究員(9 名)､招聘型任期付き研究員(国

立研究所採用第 1 号１名)､重点研究支援協力員

(5 名)､特別流動研究員(4 名)､受入研究者(STA

特別研究員･フェロー:7名)､研究協力者(研究生､

大学院生､卒論生:11 名)､客員研究官(35 名：大

学教授 33 名)

3.主な導入装置

　材料創製に力点を置いた装置導入を図った。

　微細複相組織形成過程解析装置､高速鍛造加

工装置､超清浄溶解凝固装置､極微小領域損傷評

価装置､長時間組織ｼﾐｭﾚｰﾀ､可変雰囲気溶射装置､

動的応答現象計測解析装置､ﾚｰｻﾞｰ誘起ﾌﾟﾗｽﾞﾏ構

造解析装置､応力評価装置。

4.研究費（予算総額：2,126 百万円）

　研究費の有効な使い方を工夫した。

　試験研究費:902､施設整備費(研究棟):1,187､

図１　フェライト粒径 2.3μm の微細フェライ
トーパーライト組織。ｂ）は a）の拡大写真。ひと
つひとつの粒方位がランダムで、粒界の 97％が大
角粒界。

図２　パーライト中の微細フェライトの力学挙
動が、粗大なフェライト鋼と変わらないことを示
した。
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非常勤職員等の任用及び事務費等:37百万円。

5.主な委員会等の開催

　研究の具体的推進、特許の第三者譲渡などに

ついて熱心な討議が展開された。

　事前評価委員会;1997.7.1､社会基盤材料技術

懇談会;1998.3.31､フロンティア研究推進委員

会;1997.6.23、企画調整委員会４回、企画調整

小委員会２回、合同スパイラル研究作業分科会

1997.11.18。

6.成果・情報の発信

　特許出願、学会発表、ニュース発刊などを旺

盛に展開できた。

特許;国内出願 26件､海外出願準備中､学会発

表;97秋季及び98春季大会の口頭発表;国内132

件、海外 21 件、誌上発表;国内 35 件,海外 33 件､

学協会への委託調査研究５件。

ワークショップ;1998 年 1 月 19 日(月)開催;

外部参加者 181 名,学会等からの表彰;12 件､

STX-21 ニュース発刊、ホームページ開設。

7.研究の進捗

　代表的な研究成果を以下に記す。

 (1)　微小サンプルでフェライト粒径 2.3μm の

微細なフェライトーパーライト組織の作製に成

功した。フェライト粒の方位はランダムに近い。

組成は普通鋼成分のもので、オーステナイト低

温域で大きなひずみを加え、制御冷却すること

により得た。現在さらなる微細化に挑戦してい

る。（図１）

(2)100nm 以下の微小領域の力学特性を評価でき

るナノ硬さ試験法を確立した。高強度鋼創製の

指導原理を得るために、パーライト鋼中の微細

フェライト（図２）や、ばね鋼中の微小介在物

などに適用している。

(3)高温での長時間保持により従来型の鋼では、ラ

ス組織が壊れ、粗大化して強度が低下するのに対

して、新型の鋼では、初期の微細なラス組織が安

定に保持され、強度が維持されることを示した（図

３）。合金設計や析出物制御により、さらなる高温

での高強度鋼の開発に挑戦中である。

(4)ケルビンフォース顕微鏡による純鉄の大気

腐食に伴う表面形状及び電位分布像の連続観察

に成功し、さびの進行を形状と電位変化から追

跡できた。今後の鉄鋼材料の防食法に関する新

規なアイデアの提案が期待される。（図４）

図３　9Cr 鋼の透過電顕写真組織(600℃で 2000h

程度クリープ試験)(a)粗大化した従来型の9Cr-1W

鋼,(b)組織が安定保持された新型 9Cr-3W 鋼。

図４　純鉄の大気腐食のKFM 像
左が形状、右が電位分布図で腐食している部分
の電位が高く観察されている。
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―春の学会参加報告―

　この春、フロンティア構造材料研究センター

からは鉄鋼協会、金属学会などを中心に５０件

を越える発表をしましたが、発表への質問など

の端々に、関心の対象が研究内容そのものに移

ったことが感じられ、プロジェクトがスタート

して１年を経過したことを実感しました。

　今期学会での大きな話題は超微細粒鋼でした。

当研究センターからの発表は大きな関心を呼び

ましたが、他にも繰り返し重ね圧延、メカニカ

ルミリングなど様々な方法による超微細粒鋼の

創製とその力学的な性質に関する発表が多数あ

りました。１μｍ鋼も実験室的には手にするこ

とができるところまで来たことが明らかになり

ました。私たちは、今後超微細粒バルク材の機

械的な性質を調べて構造材料としての可能性を

検討すると共に、超微細粒形成の機構を明らか

にし、工業化可能な創製法の開発につなげて行

きたいと考えています。新しい研究分野が立ち

上がってきており大きく育てたいものです。

　耐熱鋼の分野では、｢超々臨界圧火力発電用先

進耐熱鋼｣の討論会が鉄鋼協会で行われていま

す。多くは６５０℃級プラントの実現を視野に

入れたもので、現時点での到達点と課題につい

ての密度濃い内容の討論会でした。溶接性ある

いは耐酸化性なども両立させなければならない

ボイラー材の研究の難しさも浮き彫りになりま

した。当センターからの高強度化の指導原理の

提示や、新しい視点からのクリープ強度の評価

の研究が高く評価されました。

　この他、接合分野では建築、機械など鉄のユ

ーザーの方々の大きな関心を呼び、研究の充実

を要望されました。

　１５０キロ超級鋼関係では、焼戻しマルテン

サイト鋼の粒界炭化物を制御するという遅れ破

壊研究の視点とその実現手法や、超微小硬さ試

験とこれを利用した疲労の研究発表に関心が集

まりました。

耐食鋼では、ステンレス鋼の耐海水腐食性を

超高窒素化と超高清浄化の組み合わせによって

図る試み、コ－ルドクル－シブルによる極低Ｐ

化などの発表に議論が集中しました。

                       　　（高橋 稔彦）

５月の出来事 今 後 の 予 定

H10.5.11
10.5.14
10.5.19

第２回１５０キロ分科会開催

第２回耐熱鋼分科会開催

第２回耐食鋼分科会開催

Ｈ10.6.-
  10.6.-

第５回企画調整委員会開催

第２回研究推進委員会開催

  3. センター便り

洪文憙（科学技術特別研究員）、寶野和博（物

性解析研究部 第３研究室長）は、「TEM と

APFIM によるパーライト鋼線の微細組織観

察」により平成１０年３月２６日、日本金属

学会から金属組織写真賞を授与されまし

た。

松岡三郎（評価ステーション 第２ユニット

リーダー）、宮原健介、長島伸夫（同ユニッ

ト）と田中紘一先生（当所客員研究官：長岡

技術科学大学）は、「AFM 超微小硬さ試験

機による弾性常数と降伏応力の測定」により

平成１０年４月３日、日本機械学会から論文

賞を授与されました。

受 賞 報 告
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